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第一章 緒 言

近時分光學ニヨリテ開拓 セラレタル醤學上 ノ新

領域ハ極 メテ廣 久 既二最近薮年間二其等業績

ヲ集載 セル多数良書(1"-15)ノ刊行テモ見ルニ至 レ

リ。余モ亦弦 二滲出性肋膜炎 ノ滲出液 ト、人工

氣胸二併登スル肋膜滲出液 トノ性状鑑別二分光

爲眞 テ慮用 シタル實験成績蚊 二参考 二資センガ

爲二拉行 シテ行ヘル各種禮液 二關 スル所見 トテ

併 セテ述ベ ントス。

人工氣胸二來 タル合併症 トシテ吾人 ノ最モ多 ク

遭遇スル肋膜滲出液 ノ出現度ハ、文獣上ニテ李

均約37%aqニ シテ、當所 ノ統計ハ約44%(均 ナ

リ。其嚢生原因二就イテハ炎症性ナ リト云 ヒ或

ハ器械的原因ナリト云 ヒ今日爾定論ナ〆戦 禰

シテ其臨林上 ノ所見ハ肋膜 二見ルガ如キ甚 シキ

咳漱 嚢熱、胸痛等ラ俘 ハザル者極 メテ多 シ。

Sorgo㈹ ・・嘗 テ人lr氣 胸二併襲 スル肋膜滲出液

中漏 出液 二近 キ性歌 テ有 スル者 ア リ ト報 告 セル

ガ、爾本滲 出液 ガ比較的吸牧 セラ レ易 ク
、叉肋

膜 癒著 等 ラ胎 ス者少 キ鮎等 ハ人 テシテ其性駄 ガ

肋膜 炎 ノ滲 出液 ト柑違 スル虞 アランヵテ疑 ハ シ

ムル者 ア リ。

一般 二各種 ノ滲出液 ハ炎症 二原因 スル者 ハ含有

蛋 白質多 ク、器械的原 因即 チ漏 出液 ト構 セラル

ル者 ハ夫 テ含 ム事 少 シ ト云 ハル、Runeberg(i8)

ニ ョ レバ凡 ソ3%ラ 以 デ雨者 ノ分界鮎 トス ト言

ヘ リ。然 レ ドモ炎症 テ俘ヘ ル滲 出液 ニシテ血漿

5同 ジク其含有蛋 白質量7-8%二 達 スル者 ア

ル ト同時 二、反封 二其 テ含 ムコ ト痕跡 二近 キ程

度 ノ者 アリテ蛋 白質 ノ含有量 ノ ミニ ヨリテ爾者

ラ匠別 シ難 シ。故 二或 ハ含 有 セラル ・蛋 白質 ノ

種類 ニ ヨリテ雨者 ラ 睡別 セン トシ、Rivalta㈹

ハ酷酸 ニ ヨリテ ノミ沈澱 スル蛋 白質 ノ存在 ヲ以
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テ雨者 テ判 別 シ得 ト唱へ、氏原 モ亦之 テ滲出液

二特有 ナル反慮 ナ リトス レドモ之 テ否 定 スル者

モ アリ。其 他是等 ノ液 中 ニハ遊離fア ミノ」酸 ガ

常 在 スルラ以テ、蛋 白質分解酵素 ノ存在 テ確 實

ナ リ トシテ、其酵 素 ノ種類 テ検出 シテ雨液 ノ性

駄鑑別 二資 セン トセルMifller(eo),Neubauer及

Fischer(21)等 ア リ。特 二Neubauerハ 「グ リチ

ル トリプ トファン」ニ ヨリテ検 出 シ得 ル 「ヂペプ

チー ド」分解酵素 ハ鯵 血 ニ ヨル 漏出液 二尤 モ少

ク、癌 腫及結核 性滲 出液 二尤 モ多 シ ト言ヘ リ。其

他或 ハ氷鮎降下測定 ニヨリ、或 ハ比重 ニ ヨリ、又

ハ凡 テノ滲 出液 ハ蛋白質以外 二残餓窒素
、葡萄

糖、各種 ノ盤類 ノ他 二、常 二有機有形成分 ヲ含

有 セルヲ以テ是等有形成分 ノ種類 ラ利用 シテ雨

者 テ匠別 セントセル者等 アレドモ、凡テ満足ナ

ル結論二到達スルテ得ズシテ今 日二及ベ リ。舷

二余ハ是等 ノ液 ノ含有物質中ノ主要成分 タル蛋

白質ノ種類ガ、分光學的二何等 カノ特有鮎 テ表

スル所アランカテ想ヒテ本實験 ヲ行ヘ リ。

本實験 ノ成績ハ凡テ余 ノ使用セル器械設備 ノ範

園内ノ検索 二終始 シ、通過光 ノ波長限界 ラ正確

二探究 シ得 タルニ止マ リ吸敗傘二就 イテ言及 シ

得ザルテ遣憾 トス。

第二章 實験方法

實験二使用セル分光爲眞器バ余ガ他 ノ目的二使

用センガ爲二、京大理學部木村教授 ノ厚意ニヨ

リ該教室二於 イテ水銀石英燈紫外線部 ノ圭要輝

線 ヲ所要距離 二於 イテ約1mmタ ラシムル様 二

組立 テラレタル者ニシテ、自然的二各輝線 ノ間

隔大 ニシテ本實験 二極メテ適當セル者 ナリ。吸

敢管 トシテハ内径約1mmノ 石英試験管 テ、光

源 トシテハ日本石英工業株式會肚製 ノ放熱器げ

有 セザル小型直流用水銀石英燈 ラ用 ピタリ。使

用電流ハ60「 ボルトJ、2「アンペア」ナ リ。光

源 ト可検物 トノ距離 テ72cmト シ、室温18-

20。C,室 内比漁度約70%ノ 下 二各例共 二3時 間

ノ照射撮影 ヲ行 ヒタ リ。.

實験 二供 シタル各種 材料 ハ探集後 凡テー一雨 日間

氷 室内 二貯藏 シテ、沈澱又 ハ析 出スル物質 テ遠

心沈澱法 ニ テ除去 シタル上清液 テ用 ピタ リ。爾

是等 ノ材料 二 就 イテハ ー部分 キィルダール氏法

ニヨル窒素定量、 ヘ リゲ肚製比色計 ニ ヨル水素

「イオ ン」濃度測定 テモ併 セ行 ピタリ
。

第一節 肋膜滲 出液

一、滲出性肋膜炎ノ滲出液

第三章 賓験成績

滲出液 及漏 出液 二關 ス ル 分 光學 的検索 ハ 最近

Graubner(ee},Karczag㈱ 及 本邦 ニテハ余 ノ報告

ト同時 二爲 サ レタル岡 島(徽等 ノ業績 テ見ルモ、

何 レモ最大吸牧部位 二關 スル者 ニシテ吸牧起始

部及末端部位 二 就 イテノ詳細 ハ 明 カナ ラザ ル

モ、余 ノ使用 セル器械 ニテハ此貼 テ極 メテ明白

二知 ル事 テそ尋タリ。

供 試 ノ材料 ガ血液 、乳魔等 テ含有 スベカ ラザル

ハ勿論 ニ シテ、第1表1-19二 示 スガ如 ク凡 テ

弱 「アル カ リ」性 ニ シテ リバル タ氏反癒陽性 テ示

シ、各 ノ比重 ハ1018以 上 ナル テ以 ラ診 断學 上

吾人 日常 ノ規約 テ 以 テス レバ、 凡 テ炎症牲 ノ

滲 出液 ト認 メ ラル ・者 ノ ミナ リ。総 窒素量ハ甚

シク不 同ニ シテ最 少量0・7569/dlヨ リ 最大量

0・9579/dlノ 間 二位 ス。

是等 ノ液 テ 水銀 石英燈 二 露出 スル 時 ハ 第1表

1-19、 寡 眞2二 示 スガ如 ク、大部分 二於 イテ
が ハ

ハ2967A以 上、少撒 ニテハ3022A以 上 ノ長 波

長 ノ光 ハ凡 テ液層 テ通過 セルモ、以下 ノ短波長

ノ光ハ全 ク通過 セズ。今若 シ是等 ノ液 ラ蒸溜水

ニテ5倍 二稀繹 セル者 二就 イテ同様 ノ試験 テ行
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第1表 肋膜炎ノ肋膜腔滲出液
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第2表 人工氣胸 ニヨル肋膜腔滲出液
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!_9/di
O655

0.658

0。889

0.713

0.836

フ時 ハ、第1表20-25二 表 ス如 ク2479A以 上

ノ長波長 ノ光即 チ水銀燈 ノ圭 ナル輝線 ハ液 層 テ

良 ク通過 スルモ爲眞乾板 ノ感 光度 ヨリ見 テ2804

Aテ 中 心 トセル附近 ノ光帯 二亙 リ著 シク吸敗 セ

ラ レタル事 テ示 ス。若 シ是等 ノ滲 出液 二三盛化

酷酸 テ加 ヘテ蛋 白質 テ完全 二除 去 スを時 ハ前記

ノ吸牧帯 ハ全 ク消失 ス。

二、人 工氣胸 二併登 セル肋膜滲 出液

第2表1-10二 見 ル如 ク10例 共 ニ リバ ルタ氏

反慮陽性、比 重1018以 上 ニ シテ所謂 炎症性滲

出液 二屡 スル者 ナ レドモ、是等 ノ含有縮窒素量

ハ0・655--O.8899/dlニ シテ前項 ノ滲出液 二比

シテー般 二含 有窒素量素少 ク、叉氷室 二貯藏 ス

ル間 二「フィプ リン」様物質 ラ 析出 スルコ トモ亦

少 シ。而 シテ是等 ノ液 二關 スル光學 的検査成績

ハ第2表1--IO及 爲 眞3二 示 セル如 ク前項 ノ

1110.131

豆1嚢(i'1}欝$o・178
14/

透過光ノ
波長限界A
一
2967

2967

3022
　 曽

2967
}

2967

2967

2967
階

2967
… 扁 一

2967

2967
叩 一

2479
-一_{

2甚79

2479
}

2479

肋膜炎滲出液 ノ場合 ト全 ク同ジ。又是等 ノ滲出

液 テ蒸溜水ニテ稀程 セル揚合(第2表11-]4、

窮眞4)或 ハ蛋白質 テ除去セル場合(爲 眞 肩 イ

成績モ亦前項 ノ實験成績 ト同様ナ リ。

第二節 各種禮液(参考材料)

一
、結 核性腹膜 炎ニ ヨル腹膜滲出液

實瞼 二供 セル結核性腹膜炎 二來 レル腹膜腔瀦溜

液 ノ3例 ハ第3表 ノ如 ク共 ニ リバル タ氏反磨 陽

性、比重1023一 ユ025ニ シ テ賑 胃滲 出液 二屡 ス

ル者 ナ リ。是等 ノ液(爲 眞6)ハ 既記 セルニ種 ノ

肋膜滲 出液 ト同 ジク2967A以 上 ノ長 波長 ノ光

ノミテ良 ク通過 セ シメテ以下 ノ光 テ通過 セ シメ

ズ。叉是等 ノ滲出液 テ 蒸溜水 ニテ 稀糧 セル者

(第2表4-6)及 蛋 白質 テ除去 セル者 ハ肋膜滲

第3表 腹膜腔内瀦溜液(A)

病 名

結
核
性
腹
膜
炎
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番號

1

[
2

一
3

…4

一
5

一6

7

イ
濃
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水

オ
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本1

表3

比重

1023
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裏92墨.
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十

十
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{2}欝 森醸
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波長限
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出液 ラ伺 様二虜理 セル場合 ノ實験成績 ト全 ク同

ジ。

弦二特記 スベキハ炎症性疾患 ト認 ムベカラザル

幽門挾窄症二原因スル腹腔内瀦溜液 ノ1例 ハ其

比重1018、 リバルタ氏反慮陽性 ナルテ以テ所

謂滲出液 ト認ムベキ者ナ リ。之ガ紫外線吸牧 二

關 スル實験ハ既記 ノ各實験 ト全 ク同一 ノ成績ラ

示 スヲ以テ幽門狭窄モ亦或 ハ腹膜 二炎症病疑二

近キ攣化ラ招來 スル者二非ザルヤラ疑ハ シム

ルモ、症例少キテ以テ其断定ハ他 日二譲 ラント

スo

尚唯1例 ノ縷麻 質斯性膝關節 炎 ノ關節嚢 内滲 出

液(爲 眞7)ハ 光學 的検査 上肋膜滲 出液5同 一 ノ

成績 テ示 セ リ.

二 、肝硬憂症及 「ネ フロー ぜjニ ヨル

腹水

第4表1-8二 見 ル如 ク肝硬攣症 二來 レル3例

ノ腹脇 内瀦 溜液 ハ凡テ比重10N以 下 ニ シテ リ

バル タ氏反磨陰性 ナル ラ以 テ所謂漏 出液 二属 ス

ル者 ナ リ。是等 ノ含 有縮窒 素量 ハ滲 出液 二比 シ

テ甚 ダ少 クo・146-o・2379/dlナ リ。 是等 ノ液

(第4表1-8、 窮 眞8)ハ2967Aヨ リ長 キ波

長 ノ光 チ良 ク通 過 セ シムルモ以下 ノ短 キ波長 ノ

光殊 二28()+Aヲ 中 心 トセル左右 ノ光樽 二封 シ

テ梢ほ 濯 キ吸牧 テ示 ス事 恰モ既記 ノ滲 出液 テ蒸

第4表 腹膜腔内瀦溜液(B)

病名 翻
水 素fイ
オ ソ」濃

度

比重 リバ ル タ響騨氏反懸

肝

硬

墾

症

÷
3
一 瀞"_

4・

下

π「・
一_-

7/

1号i

⊥!

丑1
13{

17.6 1008
…
1011

1012

1009

亟
1007

1014
-

1008

一 0・146!2479

7.6 一 0・ ユ90i2479

÷ 一否,。 一 2479

8.0 一 0.1562479[

8.0 一 0.23712479
…

7・6
一 ・.・4司2479

8.0
_i__

7.5

一 i2479…

..二=.。
i2479

互1嚢{1}麟 ζ

一 即 一}

C.0312447

0.0292447

_」 一璽壁
『ネ フ 饗
一 ゼ」

8.0

器1
一 0,075 2479

…}…}

8.5 一 0,083 2479
1

溜水 ニ テ稀繹 セル場 合 二同 ジ。

是等 ノ腹水 嚥 溜 水 ニテ5倍 二稀澤 スノv時ハ爲

眞9ノ 如 慨 記 ノL>804A附 近 ノ吸牧帯 ・・滑失

シ、2報7Aヨ リ長 キ波長 ノ光即 チ水銀燈 ノ紫外

線部 ノ殆 ド全部 ヲ良 ク通過 セシム。

尚 「ネ フ・一 ぜ」患者 二來 レル 腹水 ノ2仮 唾(第4

表12、13)ニ テ ハ 其比重 ハ各1008及1009,
描
リバル タ氏反慮共 二陰性 ナル所謂漏 出液 二厩 ス

ル者 ニ シテ、是等 ハ247YAヨ リ長 キ波長 ノ光

全部 ヲ良 ク通過 セ シム。

三、磯脊髄液

畷 脊髄液 二就 イテ光學的研究 テ逡 ゲ タル者 二塩

谷(as)、田村⑯、Smith⑳,Jakobi(28),Graubner

㈹,Karczag及Hanak(3。)等 ノ業績iア レドモ透

過 光 ノ限界 二關 スル記載 ナ シ。

余 ハ第5表 二見ル如 ク「グロブ リン」反慮陰性 ナ

ル進行性筋萎縮症 傭 眞10)、謄 水腫、魔痛患者 ノ

第5表 彊 脊 髄 液

番
號

水 素1イ病

名 オ ソ」濃
}度

比重

「グ ロブ

リ ソ」反

磨

透過光
ノ波長
限界A

1
一

2
一

3
一

4
一

5
一

6

進行性筋萎縮症i8・6
量一

i1璽

i1006

i10081一 2378

脳 水 腫i9.o 一 2378
i一

魔 禰18.5 一 2378

散在性脊髄炎8・5 1012
-

1012

一

十 2447

結核性腰膜炎 8.8 十 2479

膿 脊 髄 炎 9.0 1。.2】 十 2479
ハ

謄 脊髄液 ガ2378A以 上 ノ長波長 ノ光全部 テ透

過 セ シムルニ反 シ、 「グロブ リン」反慮陽性 ナル

散在性脊髄 炎 ノ者(窮 眞12)ハ2447A、 結 核性麟

膜 炎(爲 眞11)及 徽 毒性拶 脊髄 炎 ノ雨者ハ2479A
ハ

以上 ノ長波長 ノ光 テ透過 セ シメ テ2378Aテ 通

過 セ シメザル事 テ知 レリ。

四、羊 水

羊水 二關 スル此種 ノ研 究 テ文獣 二徴 スルモ明 カ

ナ ラズ。余 ハ8例 ノ通常出産 二際 シテ探取 セル

羊水 二就 イテ實験 ラ行 ヒ第6表 二示 セル如 キ成

績 ラ得 タ リ。

是等 ゾ比 重ハ1007乃 至1014、 含有総窒 素量 ハ

甚iシ ク不 同Aシ テ0・052乃 至O・0859/d1ノ 聞

ニ ア レドモ、窮眞13二 見 ルガ如 ク凡テ同様 二
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第6表 羊 水

番號
水 素 ぎイー
オ ン」濃

度

比 重 含有総窒素量
9/dl

皿

透過光ノ
波長限界A

1 7.5 1008 0,058
衡2479

2 7.5 1007 0,052 2479

3 8.5 1009 0,053 2479
}

4 8.0 1014 0,072 2479

5 7.8 1014 0,075 2479

6 S.5 1014 0,085 2479

7 8.5 1009 0,054 2479

8 8.5 1011 0,062 2479

2967Aヨ リ」}i.hi長 波 長 ノ 光 テ 良 ク通 過 セ シ

メ、 其 以 下 ノ 短 波 長 部 ノ 光 ヲ 著 シ ク 吸 牧 ス ル

モ、 爾 良 ク2479A迄 テ通 過 セ シ ム。

五 、 健 康 尿 及 健 康 血.清

Vierordt聯2)ガ1873年 二尿 、1876年 二 血 清 ノ

分 光 學 的 研 究 ヲ 始 メ テ登 表 セ シ當 時 ニ ハ 學 者 ノ

興 味 ラ喚 起 ス ル塵 ナ カ リ シモ 光 學 ノ器 械 蛇 二 手

技 ノ登 達 ト 共 二 漸 ク 醤 學 者 ノ注 目 ラ 引 キ 近 時

精 緻 ナ ル 實 験 ラ 行 ヘ ル 者 甚 ダ多 ク 診 断 學 上 二

貢 献 ス ル 虜 多 シ。 尿 二 就 イ テ ハMacMunn(33),

M6rner㈹,Hari(35),Niemann㈹,Schef罫3z,

Bl◎ch及Schaaf(38),Treibs(39),Heilmeyer及

Will㈹,且eilmeyer(4ix43),Heilmeyer及Krebs

鯉 等 ノ業 績 テ見 ル
。

血 清 二 關 ス ル研 究 者 ト シ テYIPP6(44),Salomon

㈹
,Magath及Scheard㈹,Heilmeyer及

WapPler㈹,Rahier㈹,MUller及Engel㈹,

Franke(50),且eilmeyer及Toop'st),Mifller(52)等

ノ他 二、 主 ト シ テ血 清 ノ紫 外 線 吸 牧 二關 ス ル 實

験 ヲ行 ヘ ル者 二Sor6t(53),Hartley:54>,Lewis(55>,

Stenstr6m及Reinhard(56》,Suhrmann及Kol-

1ath(5η,Graubner"ssl,Karczag及Hanak(59),

塩 谷{60)、渡 邊 ㈹ 等 ア リ。

余 ノ實 験 ニ テ ハ 第7表 二示 セ ル 如 ク5例 ノ

健 康 尿 ハ共 二3132A以 上 ノ長 波 長 ノ光 テ良 久
ひ ゆ

3022A,2967Aノ ニ 光帯 ラ辛 ウジテ通過 セ シム

ルモ、其 ヨリ以下 ノ短 波長 ノ光 ハ全 ク吸牧 セ ラ

ノレ 毎e

4例 ノ健康血清 二於 イテハ3022A以 上 ノ長 波

第7表 健康尿及健康血清

翻鯵義
1度

比 重

『 一

含有総窒素量

91dl 綱
健

康

尿
一

健康

血
清

15.5 1022 0,983 2967

下5 .7 1(》18 0,842 2967
心皿_三.

36.3 1020 0,874 黛967
甲

コ 「6。2
_i

5

1020 0,861 2967

5.5
咤

1020 2967
μ

÷
2967
響…… … … 踊

2967
… ㎜ ㎜踊… ㎜

2967

胃 　 }㎜ 踊㎜ ㎜ ㎜㎜

_旦1.

gi 2967

ら

長 ノ光ハ全 ク吸敗 セ ラレザルモ次 ノ輝線2967A

ハ甚 シク吸牧 セラレ、 此 ヨリ短 キ波長 ノ光 ハ全

ク吸牧 セラル。唯1例 二於 イテ2536Aノ 光 帯

ガ爾辛 ウジテ乾板 二感 光 セル テ認 ムル テ以 テ水

銀 石英燈 ノ輝線中此光帯 ハ特 二強 キ者 ナル事 テ

知 ルベ シ。

第三 節 滲 出液及 漏 出液 ノ含有

蛋 自質 ト紫外線 「スペ ク

トノレ」トノ關係

蕨述 ノ如 ク肋膜膣拉二腹膜腔内ノ滲出液 テ稀繹

シテ其含有総窒素量 テ肝硬攣症二由ル腹水 ノ含

有窒素量二凡 ソー致 セシムル時ハ雨者 ノ光二封

スル關係ハ全 ク同ジク、殊 二爲眞乾板上ニテ共
び

二2804Aテ 中心 トセル 附近 ノ光帯 二亙 リ著 シ

ク吸牧 セ ラル ・テ見 ル(爲 眞5、8)。

且.ツ漏 出液 ラ稀繹 シタル者(爲 眞9>又 ハ滲

出液 ノ蛋 白質 テ完全 二除去 セル者(爲 眞5)ニ テ

ハ批吸牧帯 ハ全 ク清失 スルテ以 テ如 上 ノ特定位

置 ニアル吸牧帯 ハ全 ク含有蛋 白質及 ソ ノ量 二原

因 スル事 テ知 ルベ シ。又滲 畦液及漏 出液 テ透過

スル紫外線 ノ最短 波長限界 ハ其等液 ノ含有 スル

蛋 白質 量 ノ多少 二從 ヒテ移動 ス.郎 チ窒素含有

量O・655-O・8899/dl(第1表L5.7.8.9.

10・12。 第2表L2 .4.5。6)ニ テ ハ2967A

以 ヒ・O・076-Kl)・2379/dl(第1表20--23、 第2

表11・12・ 第4表12.13>ニ テハ247gA以 上、

O・029-O・03199/dl(第4表9.10)ニ テハ2447
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ら

A以 上ノ長波長 ノ光テ通過 セシムルガ如 久 含

有蛋 白質量 ノ多キ者程紫外線部 ノ光 テ強 ク吸牧

シ、少キ者程紫外線部 ノ短波長 ノ光 テ良 ク通過

セシム。余 ト時テ同ウシテ岡島㈹、Graubner

㈹ 等モ 亦肋膜滲出液及腹水ハ紫外線 二封 シテ

2sooAテ 中心 トスル著 シキ吸牧帯 ヲ有 シ、此吸

牧帯 ハ含有蛋白質量ニヨリソノ強 サヲ攣ズ ト報

シタル所 トー致 ス。

第四章 結 論

1.人 工氣胸二併褒Xル 肋膜腔内瀦溜液ハ其臨

}沐所見及化學的性歌 ヨリ見テ漏出液 ト滲出液 ト

ノ中間二位スルガ如 ク考ヘ ラル・モ之テ光學的
の

二検 スル時ハ、紫外線部 ノ2967Aヨ リ長 キ波

長 ノ光テ通過セシムルモ以下 ノ短波長部 ラ強 ク

吸牧 シテ、炎症性滲出液 トノ間二分光學的 ノ相

違 テ示サズ。即 チ入工氣胸 二併登 スル肋膜炎ハ

其臨林二於 イテ褒熱、疾痛等テ訣如 スル事 アル

モ其瀦溜液ハ常二炎症性滲出液 タル事 ラ示 ス。

2.結 核性腹膜炎及幽門狭窄症二來 タル腹脇内

瀦溜液ハ前記 ノ肋膜滲出液 ト分光學的二同一 ナ

リ.

3.漏 出液及稀糧 セ ラレタル滲出液 ガ有 スル

2SO4Ae中 心 トセル吸牧帯 ・・液中 ノ含有蛋白質

二由ル者ナリ。

4.種 類テ異ニセル膿液 ラ透過スル紫外線 ノ波

長限界ハ各液短二略 気一定 ス。

5.禮 液ハ蛋白性物質 ノ含有量大ナル者程良 ク

紫外線部 ノ光ヲ吸敗 ス。

欄筆 スルニ臨 ミ懇篤ナル指導 テ蒙 リ牝所長三戸

博士 二謝意 ヲ表 ス。

(本論文 ノ要旨ハ昭和7年4月 第10同 日本結核

病學會 ニテ議表 セリ。)
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